
進んで学ぶ子 きたえる子 思いやりのある子 ゆめをもつ子

”思いやりと助け合いでナンバー１をつかみとれ”
９月２９日、校内体育大会を開催！

３年ぶりに、全校そろって校内体育大会を実施しました。今年は９月に入っても暑い日が続き、

外での練習時間の確保に苦労しました。９月末になると雨が降る日も増え、晴れても雨が降って

も心配が多く、これまでにない状況での開催となりました。

今年の校内体育大会のスローガンは、「思いやりと助け合いでナンバー１をつかみとれ」です。

体育大会はチームで競い合います。チームでどれだけ助け合えるか、思いやりをもって励まし合

えるかを大切にして、６年生を中心に力いっぱいがんばる姿が見られました。６年生にとっては

小学校生活最後の体育大会です。勝ち負けはありますが、どの子にとっても思い出に残る体育大

会になったと思います。応援いただいた保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。
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迫力満点、最後の種目、高学年の色別リレー。応援席も盛り上がります。

最初の種目、大玉送り チームで一致団結、応援合戦 接戦続きの綱引き



令和５年度 全国学力･学習状況調査結果より
４月１８日(火)、小学６年生と中学３年生を対象に、今年度は国語・算数(数学)の２教科で全

国学力調査および学習状況調査が実施されました。新聞紙上でも広く報道されましたが、今年度

も、福井県は小中学校とも全国トップクラスの成績を収めました。

本校６年生の学力調査における平均正答率は、国語・算数ともに福井県平均とほぼ同じで、全

国平均を上回る結果となりました。特に国語の平均正答率は７割を超えました。

合わせて実施されたアンケート（学習状況調査）では、児童の生活や学習の状況を把握・分析

するために６０近くの質問が出されました。本校児童のアンケート結果は、概ね全国や福井県全

体と同じような傾向を示していますが、やや違った結果を示している内容は以下の通りです。

（数値が高かった内容を○、数値が低かった内容を△で表しました。）

○「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日どれくらいの時間、読書をしますか」の設

問について、３０分以上と答えた児童の割合が、全国で37.3％、福井県で31.7％であるのに対

し、本校は45.7％であった。

○「休み時間や放課後、学校が休みの日に、本を読んだり借りたりするために、学校図書館や公

共図書館にどれぐらい行きますか」の設問について、月に１～３回程度以上行くと答える児童

が全国で32.9％、福井県で39.2％であるのに対し、本校は52.8％であった。

○「５年生までに受けた授業で、PC･タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか」の

設問について、週に３回以上と答える児童の割合が、全国は62.4％、福井県は65.3％であるの

に対し、本校は81.4％であった。

△「今住んでいる地域の行事に参加していますか」の設問について、「当てはまる＋どちらかとい

えば当てはまる」と答える児童が、福井県全体が74.8％であるのに対し、本校は57.2％であっ

た。（全国は57.8％）

△「将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思いますか」の設問

について、「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」と答える児童の割合が、全国は52.5％、

福井県は55.2％であるのに対し、本校は45.7％であった。

全国学力調査には、「トップクラス」という言葉がよく付いてきますが、特に順位や点数に執着

するものではありません。子どもたちの到達度など、学習を進める上での目安や状況を知る有効

な手がかりとして、授業を行っていく上で役立てていきたいと思います。

本校の児童は、まじめに学習に取り組み、テストも最後まで一生懸命がんばります。今後は、

自ら課題意識をもち、自主的に学習に取り組む力を、学校全体で伸ばしていきたいと思います。

保護者の皆様・地域の皆様にお願い
９月２６日、鯖江市でブロック塀が崩れ、登校中の児童が怪我をする事故が起きました。

平成３０年に大阪府北部地震でブロック塀が崩れ、下敷きになった小学生が死亡する事故が

起き、福井県内の通学路を総点検してきましたが、今回またこのような事故が起きてしまい

ました。福井市内各小中学校でも地域やＰＴＡの協力を得ながら

通学路の点検を行っていますが、本校の通学路で危険であると

さらにお気づきの箇所がありましたら、学校までご連絡くださ

い。家庭、地域の皆様のご協力をお願いいたします。


